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はじめに 
 

 

 産業育成ビジネスマッチング事業は、日本と中央アジア等地域との間の貿易・投資関係の

発展と、対象国の産業多角化ならびに市場経済化促進に資することを目的とする「中央アジ

ア地域等貿易投資促進事業」の一環である。原燃料・一次産品生産に特化した単純な産業構

造を擁する中央アジア諸国にとって、産業多角化が長期的経済発展を図る上で不可欠の要件

であるとの認識に立ち、これを日本企業とのビジネスマッチングを通じて支援することを目

的とする。日本における事業パートナーの発掘を望む現地の業界団体・企業グループの訪日、

あるいは同様に現地における事業パートナーとの出会いを望む日本の企業団体等の現地渡航

を、情報提供や然るべき企業の紹介等によってサポートし、双方の交流活発化による貿易・

投資促進を図る。 

 

 例年、産業育成ビジネスマッチング事業の対象となる案件は、基本的に中央アジア等諸国

の企業グループを対象とする公募を通じて選定する。しかし、2020年初めから始まった新型

コロナウイルスの世界的流行は年後半に至るも終息を見せず、感染防止を目的とした日本を

含む各国政府の制限措置により、日本人の現地への渡航、外国人の日本への招聘共に極めて

困難な状況が続いている。かかる現状により通常の直接的交流を前提とした事業実施の目途

が立たないことから、令和２年度は事業の実施方針を抜本的に変更し、オンラインによるバ

ーチャル・イベント「中央アジア・バーチャルEXPO（以下、CAVEX）」を通じたビジネスマ

ッチングを行うものとした。 

 

 2021年２月１日（月）～26日（金）に開催した「中央アジア・バーチャルEXPO（以下、

CAVEX）」は、新型コロナウイルスに対応する新しい形での中央アジア５カ国の企業と日本

企業との交流を目的として実施した。２月１日（月）にオンラインプラットフォーム（特設

ウェブサイト）を開設、２週間のプレオープン期間中にサイトを通じて参加国の基礎情報や

企業・組織を紹介し、B2B（商談会）の受付をスタートした。15日（月）からはバーチャルミ

ニ展示会を開催、19日（金）までの本開催期間中は１日１カ国ずつのナショナルデイを設定

し、展示会場の特設サイトで対象国のPR動画を映写、オンラインで対象国の投資ウェビナー

を開催した。本開催期間後はフォローアップ期間とし、会期終了の26日（金）まで特設ウェ



ブサイト、バーチャルミニ展示会の運営やB2B（商談会）が続けられた。 

 本報告書は、令和２年度中央アジア地域等貿易投資促進事業における中央アジア投資環境

整備・ビジネス振興事業の一環として、経済産業省の助成を得て刊行されたものである。本

開催期間中、２月17日（水）のキルギス・ナショナルデイに行われた日本・キルギスビジネ

スウェビナー「日本とキルギス共和国との投資協力における展望と可能性」の記録を中心に、

特設ウェブサイトのキルギスページやバーチャルミニ展示会のキルギスブースの概要を記し

た。 

 

 本事業の開催にあたっては中央アジア５カ国各国の投資誘致機関、商工会議所、また在日

大使館等が現地側カウンターパートとなり、参加企業・団体・組織の選定や企業情報の収集

にご協力いただいた。キルギスにおいては、キルギス共和国投資保護・促進庁および在日キ

ルギス大使館に多大なご尽力をいただいたことに改めて謝意を表する。 

 

2021年３月 

（一社）ロシアＮＩＳ貿易会 

ロシアＮＩＳ経済研究所 
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Ⅰ．ウェビナー記録 
 

１．プログラム 
日本・キルギスビジネスウェビナー 

「日本とキルギス共和国との投資協力における展望と可能性」  
 

◆日 時： 2021年２月17日（水）15:00～16:30（キルギス時間 12:00-13:30） 
◆主 催： （一社）ロシアNIS貿易会、キルギス共和国投資保護・促進庁 
◆協 力： 経済産業省、在日キルギス共和国大使館 
◆言 語： 日露同時通訳 
◆会議システム：Zoom 

 
日本時間  

（キルギス時間）  プログラム  

15:00-15:05 
（12:00-12:05）  

◆開会・議事説明   
輪島  実樹  （一社）ロシア NIS 貿易会  ロシア NIS 経済研究所  部長  

15:05-15:10 
（12:05-12:10）  

◆日本側来賓挨拶   
前田  茂樹  駐キルギス共和国日本国特命全権大使  

15:10-15:15 
（12:10-12:15）  

◆キルギス側来賓挨拶   
ミルラン・アルスタンバエフ  駐日キルギス特命全権大使  

15:15-15:25 
（12:15-12:25）  

◆キルギス共和国投資保護・促進庁報告およびビデオプレゼンテーション  
トルクナイ・タアライベコヴァ  投資誘致・支援部長  

15:25-15:37 
（12:25-12:37）  

◆キルギス共和国農業・食品産業・土地改良省代表による報告「キルギス共和国の農業分

野における投資協力のポテンシャル」  
リラ・カスィムベコヴァ  国際協力局  局長  

15:37-15:47 
（12:37-12:47）  

◆キルギス共和国文化・情報・観光省代表による報告「キルギス共和国の観光分野におけ

る投資魅力」  
クィヤル・ケンジェマトヴァ  観光局  次席  

15:47-15:55 
（12:47-12:55）  

◆キルギス共和国政府付属国家移民局代表による報告「キルギス共和国の人材ポテンシャ

ルとその活用可能性」  
アルマズ・アルィバエフ  同局情報コンサルティングセンター  次席  

15:55-16:00 
（12:55-13:00）  

◆CAVEX 参加企業による報告①「Tomat KG 社産エコ食品の紹介」  
トレウジャン・カリモフ  農業事業体「Tomat KG」  開発部長  

16:00-16:05 
（13:00-13:05）  

◆CAVEX 参加企業による報告②「オーガニックで皆を一つに」  
トゥルスナリ・トロムショフ  農業協同組合「Alysh-Dan Organic」  会長  

16:05-16:10 
（13:05-13:10）  

◆CAVEX 参加企業による報告③ 

「ポストコロナ時代の国民に向けた健康食品としての直搾りジュース」  
アイガヌィシ・ウメタリエヴァ  有限責任会社「Ecoproduct Asia」   

クリエイティブマネージャー  
16:10-16:15 

（13:10-13:15）  
◆CAVEX 参加企業による報告④「自然と調和する CHAPANSAR」  

サイカル・バカソヴァ  「CHAPANSAR」縫製スタジオ  マネージャー  
16:15-16:20 

（13:015-13:20）  
◆CAVEX 参加企業による報告⑤「健康のための工場」  

ダリカ・ババエヴァ  有限責任会社「Aroniya Farm」  マーケティング部  部長  

16:20-16:30 
（13:20-13:30）  

◆日本側コメント  
壽  郁恵  国際連合工業開発機関（UNIDO）東京事務所  工業開発官  
寺岡  慎祐  （株）沖縄リレーションシップ  営業部  係長  

16:30（13:30）  ◆閉会  
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２．報告・コメント 
 

（１）キルギス共和国投資保護・促進庁 
報告タイトル「キルギス共和国における投資機会」 

 

※本報告は事前録画によるビデオプレゼンテーションにて行われた。  

 キルギス共和国は中央アジア中心部に位置する内陸国である。首都はビシケク市、人口は620

万人強である。 

キルギスの主要産業は、農業、水力発電、観光、繊維加工であり、いずれもさらなる発展の

ポテンシャルを有する。キルギス経済の発展にとり、投資は重要にして必須のファクターであ

る。したがって、キルギスの投資法制は他の中央アジア諸国のそれに劣後しない極めてリベラ

ルなものとなっている。我が国の投資法制は、外国人投資家の広汎な権利と保護を規定してい

る。輸出保証、投資・資産の本国送還の保証、投資収用あるいは投資家が被った損失補填の保

証、所得の利用や金融取引の自由の保証などが規定事項に当たる。 

 キルギス共和国では、良好なビジネス環境およびその透明性が確保されている。キルギス独

立から今に至るまで、起業促進と良好なビジネス環境創出のために数多くの改革が実施された。

開かれた市場を有する市場経済への道が選択されるや否や、市場の主要プレーヤーであるビジ

ネス関係者らは急速にそれに順応し、経済発展の主要原動力となった。キルギス国内滞在の目

的がビジネス活動あるいは入札案件への参加の場合、外国人投資家には、自由な出入国と国内

移動の権利を付与する投資ビザが発行・交付される。 

キルギスの労働市場の重要な特徴の一つは、高い出生率に支えられ、急速に増加する労働人

口である。労働市場に供給される労働力人口の51％が若者である。キルギスは中央アジア地域

でも労働力が最も低廉な国の一つである。電力コストは、１kWh時当たり0.009ドルであり中

央アジアで最低水準だ。生活費は１カ月68ドルである。 

キルギスは多くの主要な貨物輸送ルートが国土を通過する域内有数の戦略的トランジット国

である。現在、急ピッチで開発が進むキルギスの鉄道網や航空路は、欧州・CIS諸国・アジアを

結ぶ中継地として重要な役割を果たしている。  

キルギスが加盟するユーラシア経済連合（EEU）では、５カ国１億8,400万人以上の市場へ関

税０％でアクセスできる。またGSP＋により、28カ国５億人以上の市場に関税０％で3,500品

目のアクセスが可能である。言うなれば、投資家はこれらの制度を活用することで、10億人以

上を擁する巨大市場への進出が可能となる。 

ハイテクパークは、ソフトウェア、コンピュータサイエンス、IT教育・サービスの開発・輸

出支援を目指した国内全土をカバーする租税特区である。 
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電子システムサービス「Tunduk」は電子政府推進の一環として導入された情報システムであ

り、国家機関や地方自治体、法人が市民や組織に電子形態でサービスを提供するために必要な

データのやりとりを可能にしている。長年、官僚主義的手続きにより生じる国家機関内業務の

非効率性と汚職の蔓延が問題となっていたが、「Tunduk」を導入することで、信頼に足るデー

タ受領の自動化・確実化、そして公共サービスの質的向上を早急に実現させ、国民や企業家が

被る損失を最小化することが重要だと考える。  

キルギスは、2020年のDoing Businessでは80位、経済自由度指数では81位にそれぞれランク

インし、米格付け会社ムーディーズの信用格付けではB2となっている。また今日キルギス共和

国は20カ国以上と投資の保護・促進に関わる二国間協定を締結している。これらの投資協定は、

国際レベルでは外国人投資家に最恵国待遇を与え、国内では事業環境を創出・整備する。さら

に、外国人投資家のための投資保護基準を強化し、収入や支払いの送金などの基本的権利と自

由、収用に対する賠償支払いなどを保証する。同様に、代位弁済の原則や紛争調停に係る規定

も設けられている。投資保護・促進庁は、投資家に対し「One Stop Shop」原則の枠内で、投

資家に対するアフターケア、輸出振興、投資プロモーションなどを実施している。 
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（２）キルギス共和国農業・食品産業・土地改良省 
報告者：リラ・カスィムベコヴァ 国際協力局 局長 

報告タイトル：「キルギス共和国の農業分野における投資協力のポテンシャル」 
 

 キルギスは地経学上の戦略的要衝に位置しているほか、世界貿易機関、ユーラシア経済連合、

そして独立国家共同体（CIS）など経済・貿易分野における多国間枠組みに積極的に参画する

国である。また「陸のシルクロード」へのアクセスも有しており、我が国の農産物の販路を世

界各地へ拡大できる可能性がある。 

キルギスの農業について説明したい。我が国農業セクターの年間成長率は約２％～３％であ

る。2020年は、政府の取り組みや対外貿易活動が功を奏し、農業はプラス成長を記録した産業

セクターの一つとなった。年により変動があるものの、GDPに占める農業の割合は概ね15％未

満である。キルギスの農業は、40万以上の小規模営農者から成り立っており、うち約10％が協

同組合を形成している。国内の農耕地は約1,100万haであり、その大部分が牧草地である。人口

の65％が農村地帯に集中しており、うち農業セクターの労働力人口は14％である。 

現在、有機農産物の生産拡大が政策レベルで取り組まれており、国家戦略にも優先分野の一

つとして謳われている。我々もこの方向性を踏襲し、有機農業の振興を我が省の優先的ミッシ

ョンのひとつに据えている。現在、開発パートナーとともに有機農業発展に向けた体制基盤の

構築・改善を行っているところだ。有機農業発展のための法的基盤もこのほど整備された。  

また世界経済のトレンドに合わせ、集約型農業にも注意を払っている。コロナ禍はデジタル

化の重要性を世界に知らしめた出来事であったが、これは農業とて例外ではない。農業セクタ

ーにおける「デジタルトランスフォーメーション」も優先事項で、現在開発パートナーと共に

デジタル農業の戦略文書を策定している最中だ。同文書内に明記されている施策として、例え

ば農業分野における国家サービスのデジタル化、農園経営のデジタル化などを通じ、国内の農

業事業体を世界貿易のシステムへ統合する、などが挙げられる。すでに具体的なプロジェクト

も用意されており、近い将来、農業のデジタル化に関するヴィジョンを皆様へご報告できると

思う。 

我が省の優先事項のなかで同じく重要な課題は、「統合（consolidation）」である。残念なが

ら、キルギス農業の市場向け商品の生産能力は低い。一営農者あたりの耕地面積が2ha～2.5ha

の日本と同様、キルギスの農業従事者は小さいわずかな土地で営農している。世界市場への商

品供給・輸出を考えた際、育種業や畜産業を含めた農家の統合、また生産能力の統合といった

問題が持ち上がるのは当然のことである。同時に、育種や畜産における管理システムの改善に

ついても課題のひとつだ。むろん、高付加価値の農産物加工生産を含む食品加工産業の発展も

優先的ミッションの一つである。 
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スライド４には、農業セクターの輸出ポテンシャル、つまり、我が国の農民やその他農業主

体が生産している産品が提示されている。豆類、乳製品、オーガニックコットン、ハチミツ、

果物、食肉、ジャガイモ、ナッツである。 

農産物の加工、製造、輸出に直接的に携わる主体の数については、スライド７・８をご覧い

ただきたい。国産飲料全般、小麦粉、小麦粉製品、砂糖についても、輸出検討対象となってい

る。 

国内には農産品生産に特化した地域と畜産に特化した地域がそれぞれあり、地域ごとに独自

の特産品が存在する。各地域における特定の産品は、学術研究データに基づいて選定・生産さ

れている。 

キルギスには10の物流センターがあり、各国への輸出は、いずれかのセンターを経由して行

われている。ここでキルギスと日本の貿易に触れておきたい。ご存じの通り、農産品の二国間

貿易高は増加基調にある。コロナ禍にあった昨年ですら、輸出量は減少せずむしろ拡大した。

農産品の日本向け輸出品目は、ハチミツ、畜産品、野菜、ナッツ、種子、ウール、輸入品目は

チョコレート製品、コーヒーなどが挙げられる。 

我が国の優遇税制は外国投資家にとって好適な内容となっている。そして中でも農業は魅力

的な投資分野だ。先般の政府決定により、農業振興支援策として、付加価値税が免除される企

業やその他特恵措置の一覧が公表された。また、自由経済特区を利用した官民パートナーシッ

プ・プロジェクトの推進という魅力的な可能性もある。 
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（３）キルギス共和国文化・情報・観光省 
報告者：クィヤル・ケンジェマトヴァ 観光局 次席 

報告タイトル：「キルギス共和国の観光分野における投資魅力」 
 

 キルギスと日本は今日に至るまで  、関係者の皆様と非常に実り多い協力関係を築いている

し、願わくは今後もこの関係を続けていきたい。キルギスを訪れる外国人観光客の内訳を見る

と、主として韓国、中国、欧州諸国が多いが、日本からの旅行客の数も順調に伸びている。  

キルギスには非常に大きな観光ポテンシャルがある。特に、山岳ツーリズムやスポーツツー

リズム、エクストリームツーリズムなどアクティブツーリズムは有望な観光分野だ。またキル

ギスは健康増進に資する自然資源を多数擁するため、近年ではメディカルツーリズムがとても

盛んである。2020年は残念なことに多くの国民が新型コロナウイルス感染症に罹患したが、こ

のような状況下もありメディカルツーリズムへの注目が一層高まっている。コロナ禍が終息し

た後、ぜひ日本の皆様を健康増進のためにキルギスにお招きしたいと考えている。 

この他、エンタメツアー、エスニックツアー、イベントツアー、ビジネスツーリズム、メデ

ィカルツーリズム、ウィンターツーリズムなども組成が可能である。また、村落ツーリズムや

ジャイロオ・ツーリズム（天幕「ユルタ」での宿泊など遊牧民の生活を体験できるキルギス独

自の観光ツアー）などの独自の観光商品も存在する。ジャイロオ・ツーリズムではクムス（馬

乳酒）を用いた治療を体験できる。レクリエーションツーリズムとグリーンツーリズムは、キ

ルギスが今後発展を目指す観光形態の一つだ。  

キルギスは山岳国であり、日本が「日出ずる国」と呼ばれるがごとく、我が国はしばしば「天

空の国」と称される。キルギスには登山マニア垂涎の高峰が数多くあり、アルピニスト向けツ

アー商品の開発は重要事項のひとつだ。世界的に著名な勝利峰（ポベーダ山）、レーニン峰、ハ

ン・テングリなどが国内に存在する。 

これまでアクティブツーリズムやメディカルツーリズムについて説明したが、それら以外の

ユニークな観光資源も存在する。例えば「真珠の湖」と称されるイシク・クル湖がその筆頭だ。

イシク・クル湖は世界最大の湖のひとつで、健康増進に資する多くの利点を有している。また

イシク・クル湖の陰に隠れがちだが、サリ・チェレク湖やソン・クル湖といった湖も国内に点

在するほか、カラハン朝時代に造られた歴史的名所も数多く存在する。 

 むろん、キルギスが外国人観光客にとっても最大限に魅力的な国となるために、観光インフ

ラの改善・充実は喫緊の課題だ。その手始めとして、我々は観光客向けの公衆トイレの建設か

ら着手した。と言うのも、残念ながらキルギスにとってこの問題は極めて深刻だ。すでに国内

各地で公衆トイレ建設用の区画は決定しており、すぐにでも建設作業を始めたいと考えている。

我が国への観光客誘致拡大のため、またキルギスのさらなる魅力向上のために、観光客用公衆
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トイレ建設プロジェクトに対し投資家のご支援を賜りたい。その他、山岳スキー場やツーリス

トサービスセンター、四つ星・五つ星クラスのホテル、エスニック調の宿泊施設などの建設プ

ロジェクトも計画している。 

なお、このほど我々は「3D Kyrgyzstan」を開発した。これはインターネット上でキルギス

の主要観光地を巡ることができるユニークな機能であり、観光局公式HP（tourism.gov.kg）よ

り利用可能だ。本サービスは今後さらに充実させていく予定なので、ご期待いただきたい。  
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（４）キルギス共和国政府付属国家移民局 

報告者：アルマズ・アルィバエフ 同局情報コンサルティングセンター 次席 

報告タイトル：「キルギス共和国の人材ポテンシャルとその活用可能性」 

 

 キルギス共和国の労働者が日本の労働市場に関心を寄せていることは、就労に関する問い合

わせ数が安定的に増加していることからも窺い知ることができる。現在、キルギスの人口の約

５分の１、約100万人が労働移民としてCIS諸国内外で就労している。見通しでは、むこう数年

間就労可能人口の増加率は高い水準が維持されるという。他方、国内の労働市場は新規労働者

を吸収しきれない。かかる状況の帰結として、労働移民は生じる。 

 情報コンサルティングセンターはキルギス共和国政府付属国家移民局傘下の機関であり、国

外でのキルギス国民の組織的就労を斡旋する。優れた技能を有する労働移民を送り出し、且つ

彼らが労働を通じて適切に自己実現できるよう、総合的な取り組みを実施している。 

 当センターは政府の法的文書に基づき、次に挙げる３つの国家サービスの提供に係る業務を

遂行している。一つ目がキルギス共和国民の国外での就労支援である。就労先はロシア、韓国、

アラブ首長国連邦、カタール、オマーン、トルコ、そして日本である。二つ目が民間雇用エー

ジェントに対してキルギス国民を外国で就労させるライセンスの発行とその活動モニタリング

である。そして三つ目が、外国で死亡した国民の遺体の本国送還に係る費用の支払いである。 

 就労斡旋プロセスと同手続きについて、韓国の例を挙げると、キルギス共和国政府令により、

国家移民局と大韓民国雇用労働部間で、韓国への労働力派遣に関する相互理解覚書が締結され

ている。この就労プログラムには民間セクターは関与していないが、日本の場合では、関心を

持つ日本の民間仲介業者によるメカニズム策定など、適切な形式を採用することはできる。  

 キルギス国民の日本での就労手続きについて、以下の段取りを提案したい。第一の段階がキ

ルギス国民の言語能力試験受験。二段階目が、その他技能を把握するための二次試験「能力試

験」の受験。同試験は身体能力、論理的思考能力、コミュニケーション能力の３つから構成さ

れる。三段階目では、上記試験通過者は、疾患の有無を確認する検査を受けた後、労働市場電

子システムへの登録。第四段階は、特定の分野と専門で働くことについて労働者の合意した後

の労働契約書署名。第五段階目が出発前研修。同研修では出国と就労国滞在手続き、就労権を

得るための書類手続きに関する情報提供と説明、雇用主の要求と条件、労働移民の権利と義務、

就労国の文化、習慣、法律が紹介される。その後、航空券購入と就労国に向けた出国となる。 

 国家移民局は、組織的就労斡旋に関する民間人材会社との協力同意書への法的署名権を有し

ている。トルコの「タイガ」社、アラブ首長国連邦の「アラク・マネジメント」社との合意書

がその例である。またロシアにおける就労斡旋では、我々は人材斡旋企業だけでなく、雇用主

とも合意書を締結する法的権利を有している。この形式ですでに150の合意書を締結している。  
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キルギス共和国国民
の外国での

就業斡旋協力
および

当センターの活動に
関する

質問の相談

キルギス共和国国民
の外国での

職業斡旋許可証の
発行および

民間エージェントの
活動のモニタリング

外国で死亡した

キルギス共和国国民
の遺体の本国移送に
かかる費用支払いの

公的援助実施

ロシア内務省の方針
によりキルギス国民

や無国籍者が

ロシア連邦の領土へ
入国することが

禁止されているため

大韓民国
ロシア連邦
トルコ共和国

アラブ首長国連邦
カザフスタン共和国

2006年9月8日付
キルギス共和国政府決定No.639

派遣・紹介元と雇用主の違法行
為に関する国民からの申し立て

民間仲介業者の協力のもと

外国での就業斡旋データベース
への登録

2018年5月16日付

キルギス共和国政府決
定No.236

申請書の記入と
追加書類の添付

大韓民国での職業斡旋の協力

キルギス共和国政
府国家移住庁

大韓民国
雇用労働部

覚書

情報・相談センター HRD Korea 
(雇用労働部の機関)

担当機関

実施機関

民間部門

職業斡旋の手順

韓国語
の試験

その他技
能の試験

健康診断、
システム
への登録

労働契約
書への署

名

出発前研
修および
準備

出発の準
備（ビザ、
航空券）
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（５）農業事業体「Tomat KG」 
報告者：トレウジャン・カリモフ 開発部長 

報告タイトル：「Tomat KG社産エコ食品の紹介」 
 

「Tomato KG」社は2015年設立の企業だ。翌2016年には、天山山脈の山麓に所在しクリーンな生態環

境が維持されているクラスナヤ・レチカ村にトマトペースト工場を建設した。今日、我々のトマトペー

スト工場は中央アジア最大規模であり、エコクリーンなトマトペースト「BRIX 36-38」を5,000ｔ生産

している。生産量を8万ｔまで拡大するため、今年、温室を建設し、稼働を開始した。 

なぜキルギスでトマト栽培をするのか？ ソ連時代からキルギスのトマトは特別な存在なのか？ と疑

問に思われるであろう。キルギス産トマトは、我が国の水質故に評価されている。我が国の水はあらゆ

る有益な成分を含んだ氷河水であり、それに加えて強い太陽の日差しのおかげでトマトが美味しく実り、

理想的な商品が出来上がるのである。イタリアとウクライナから招聘した世界的権威の農学者たちは十

分な分析の後、キルギスは理想的なトマトの栽培地であると結論づけた。現在我々は600haの自社農場

でトマトを栽培しているが、今年、作付面積を増やす予定だ。地元住民や農民の協力も得ている。さら

に今年、全農民、営農者がトマト栽培法を学びさらなる発展を遂げていくために、セミナー開催を計画

している。 

 そもそもキルギスには、太陽の輻射熱、氷河水、そして気候条件といった、トマト栽培のための理想

的条件が揃っている。我々はこうしたトマト栽培を国内他地域にも広げたいと考えている。現在、当社

では500名が働いている。商品の輸出先は、ウズベキスタン、タジキスタン、カザフスタン、トルクメニ

スタンであり、ロシアとは供給開始に向け交渉中である。環境に配慮した商品が好まれる日本とも協力

関係を築き、輸出したいと考えている。本年、当社の製品が環境に配慮したものであることを証明し日

本のJASと世界標準のGlobal GAPの認証を得るために、専門家を招聘することになっている。 

 当社のトマトペーストの成分は、GOST規格が定めるすべての制限成分基準値の10分の１から20分の

１の値を示している。理由は、栽培時に畜糞堆肥や海藻、アミノ酸といった生物肥料を使用しているか

らである。つまり、トマトペーストが規定基準に合致するよう、我々は特別に策定した栽培プログラム

でトマトを栽培している。我が社は世界市場を目指しているほか、エコ商品が好まれる日本と協力する

用意がある。我が社のトマトペーストは、トマトのみから作られており、添加物は一切使用していない。  
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（６）農業協同組合「Alysh-Dan Organic」 
報告者：トゥルスナリ・トロムショフ 会長 

報告タイトル：「オーガニックで皆を一つに」 
 

 2007年にJICA研修で協同組合について学び、2008年に帰国後「Alysh-Dan Organic」を設立

した。我が協同組合の所在地はバトケン州バトケン地区カラ・バク村である。皆様にキルギス

の有機栽培アプリコットをご紹介したい。 

 キルギスはアプリコットの故郷であり、国内の山岳地域では今に至るまで野生のアプリコッ

トが残っている。クルミがキルギスから世界に広がったのと同様、アプリコットもまたキルギ

スから世界に広がったのである。バトケンには現在に至るまで600年もの間、毎年実をつけて

いる木もある。またこの地域には古くから数多のアプリコット果樹園があるが、中には樹齢300

年から400年に及ぶアプリコット畑もある。アプリコットの花は桜によく似ているので、我々

はアプリコットを「キルギスの桜」とも呼んでいる。 

アプリコットは生の状態かドライアプリコットとして出荷されている。古代より治療目的でア

プリコットが使用されてきたが、これには理由がある。アプリコットは、人間の健康のために

なくてはならない栄養素を多く含有する。アプリコットの成分は、ビタミンA、ビタミンB、ビ

タミンC、クエン酸、リンゴ酸、酒石酸や、カリウム、マグネシウム、鉄分、ヨード、リン、ナ

トリウムなどのミネラルである。カロリーは44㎉ほど。アプリコット摂取によって血流が著し

く改善されるため、心臓循環器疾患や神経系疾患の患者にお勧めである。 

ぜひキルギスの有機栽培アプリコットを日本へ輸出したい。当協同組合は、日本で開催され

た国際展示会に２度出展し、我々の生産したアプリコットを紹介した。オーガニック食品を嗜

好する日本国民にとって、我々のアプリコットは魅力的な食品であることを信じてやまない。 

バトケン州の山岳には、世界でわずか３カ国の山岳地帯にしか植生しない、レッドブックに

登録されているアイグル・フリチラリア・エドゥアルドという希少な花がある。この花は４月

半ばに開花し、数週間ほどで枯れてしまう。民間伝承によると、アイグルが開花するところを

最初に見た者は幸せになれると言われている。この素晴らしい花に関する伝説は枚挙に暇がな

いが、そのひとつによれば、美しい女性アイグルは、恋い焦がれる男性が敵との闘いから生還

しなかったため、哀しみに耐え切れず山から身を投げた。真っ赤な血の跡にこの花が現れ、人々

はこの花をアイグルと名付けたそうだ。現在、バトケン州のこの山の花は、永遠の愛のシンボ

ルとなっている。 

 アプリコットは、バトケン州のブランドであり、バトケン州に収益をもたらす主要農産物で

ある。バトケン州には7,000ha以上のアプリコット果樹園があり、ドライアプリコットの年間

生産量は１万ｔである。当組合が所有するアプリコット農園は約120haである。組合の年間生
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産量は、生のアプリコット200ｔ、ドライアプリコット2,000ｔ、有機ドライアプリコット300

ｔ、コンポート1,000ｔである。 

 アプリコットのシーズンは７月に始まる。JICAの「一村一品」プロジェクトと緊密に協力し

ており、昨年は彼らと共同で「干しあんず」を試作した。同商品は今も開発段階にある。 

 当協会は国際展示会にも出展している。2015 年、ドイツで開催された見本市 BIOFACH、

2015 年の韓国、2016 年のインド、2016 年の大阪の「アジア・フードショー2016」、そして

2020 年に東京で ROTOBO の支援の下で「FOOD TABLE in JAPAN 2020」に参加した。ま

た我々の活動や実績が評価され、2017 年にキルギス共和国大統領名誉賞を、2016 年にキルギ

ス共和国首相より「年間最優秀輸出企業」賞を授与された。 
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（７）有限責任会社「Ecoproduct Asia」 

報告者：アイガヌィシ・ウメタリエヴァ クリエイティブマネージャー 

報告タイトル：「ポストコロナ時代の国民に向けた健康食品としての直搾りジュース」 

 

 当社は果汁飲料メーカーであり、当社製品の直搾りジュースは国内では「Organic」というブ

ランド名で知られている。直搾りジュースだけでなく、果汁入り飲料、ネクターも生産してい

る。当社社長で創業者のダスタン・オムラリエフは、2019年にForbes Asiaの「アジアを代表す

る30歳以下の30人」に選出されている。2013年に、糖尿病患者用に開発されたドイツ製直搾り

ジュースに出会った彼は、キルギスで同様の製品を創る好機と捉え、生産を決意した。なぜな

らキルギスの果物や野菜は品質が良く、また生産に携わる農民が多く存在するからである。

2019年には新工場が稼働を開始した。新工場にはテトラパック・ラインを設置し、３ℓパックに

加え新しいパッケージが生産できるようになった。現在、１ℓ瓶と250ml瓶、65mlのテトラパッ

ク入りの製品を提供している。また新しいブランド「Toi daamy」、「Joy」、「Mini Joy」の販売

も開始した。 

さて「Organic」に関して説明すると、この直搾りジュースには防腐剤、着色料、水、遺伝子

組換え作物が使用されておらず、果肉、野菜、ベリー類100％で作られている。豊富なビタミン

とミネラルが含有されており、全国民、特に病後、抗生物質治療を受けた患者の健康食品とし

て有効であると考えている。Organicが何より重視するのは、健康である。あらゆる基準におい

て優先されるのが「身体に良いか否か」という指標だ。 

「Organic」はいかにしてポストコロナ時代の国民を助けることができるか？  直搾りジュー

スには人間に必要な栄養が含まれており、体内のマイクロバイオータに直接影響を及ぼす。つ

まり、免疫が発生する腸粘膜の維持に役立つのだ。スライド３枚目でここ数年の研究が引用さ

れているが、これらの研究ではマイクロバイオータこそが免疫であると主張されている。つま

り、栄養のある食べ物を食べ、ビタミンを摂取し、身体を鍛えるという当たり前のことが非常

に重要なのである。心理状態を健康に保つことについても忘れてはならない。しかし、すべて

の根底にあるのはマイクロバイオータである。  

 ここで２種類のビタミンと２種類の微量元素について、つまり、Organic成分中のB5とビタ

ミンB1について説明したい。この２種類のビタミンが腸粘膜に及ぼす影響は複雑である。しか

し簡単な言葉で説明してみよう。ビタミンB5は脂肪酸の新陳代謝に必須であり、体内のたんぱ

く質を良好な状態に保つ。ビタミンB1は、食欲を調整し、その成分に亜鉛と鉄分を含んでいる。

体内の亜鉛が不足すると、消化不良が起こり、下痢になり、食物から摂取されたすべての有益

な微量元素が完全に洗い流されてしまう。鉄分は腸粘膜だけでなく、全身の酸素消費に影響す

る。このように、これら４物質は全身に非常に肯定的な影響を及ぼすのである。 
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 各国の食習慣と新型コロナウイルス患者数の相関関係を見ていきたい。例えば、米国と英国

では、人口比対の新型コロナウイルス感染症罹患者率はとても高い。これはもちろん仮説であ

るが、日本やギリシャのように食に対して注意を払う国では、人々はナチュラルで健康によい

食品に重きを置いており、そして感染者の割合もかなり低い事実は注目に値する。むろん、食

習慣と感染率の相関関係はあくまで仮説にすぎないが、我々は自分自身が健康でいることに責

任を持つべきことに変わりはない。そして重要なのは、健康であるための「正しい選択」をす

ることである。 
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（８）「CHAPANSAR」縫製スタジオ 

報告者：サイカル・バカソヴァ マネージャー 

報告タイトル：「自然と調和するCHAPANSAR」 

 

 「CHAPANSAR」は、デザイナーのジュマグリ・サリエヴァ氏がキルギスに2011年に設立し

たスタジオで、上質な天然素材を使ったエスニック調のオリジナルファッションのデザインを

手がけている。どの洋服もステッチを多用しており、また自然をモチーフとしたキルギス独自

の文様刺繍は、洋服に独特の質感を醸し出している。グローバリゼーションのもと急速に世界

が変化していく中、人々は自然と調和した暮らしを求めている。かつて遊牧生活をしていた頃、

キルギス民族は自然と密接に係わりながら生活していた。遊牧民の生活は、その住居から衣服

に至るまで、天候変化や場所の移動に適応するためのものであった。我々はキルギス民族の遺

産であるステッチを多用した上着をモチーフにした商品を生産しているが、この上着のエレガ

ントさ、多彩さは、何世紀にもわたる遊牧生活様式によって培われたものである。 

私たちは多くの国際的な賞やグランプリを受賞している。モスクワの「婦人服プレタポルテ

賞」にノミネートされ、ミラノを含む「ファッションウィーク」でも最優秀賞に選ばれた。こ

れら以外にも、米国、イタリア、フランス、ロシア、CIS諸国、日本での様々な興味深いプロジ

ェクト、フェスティバル、展示会、ファッションショーに参加し、作品を発表している。また

ユネスコの３つの品質認証を取得している。 

「チャパン」（男性用コート）のユニークさの最たるものは、実用性と、軽やかさ、保温性の

絶妙なバランスである。年間を通じて着用でき、どんな洋服やアクセサリーとも相性が良い。

当スタジオでは、良質な天然素材だけを使用しているが、チャパンのキルトの内側には、オー

ガニックコットンを使っている。この綿は保温効果があり、アレルゲン物質を含んでいない。

当スタジオは、「自覚的であること、そして環境への配慮」という原則に立っており、洋服製作

で残った布を廃棄することなく家庭用小物を作っている。 

「CHAPANSAR」スタジオに関心のある方々へビジネスオファーをしたい。我々は海外、特

に日本市場での商品販売に協力する用意がある。商品ラインナップは、チャパン、ケムセル（袖

なしジャケット）、ジャケット、男性用・女性用・子供用ベルデムチ（スカート）、幼児向けの

ブランケット、ノースリーブジャケット、帽子などだ。「CHAPANSAR」は、現代的な洋服を好

み、良質の流行の洋服を好むあらゆる年齢の人々、また質のよい洋服を買うマインドがあり洋

服に最大限の品質と着心地の良さを求めつつも、適正で手頃な値段を好む人々をターゲットに

している。我がスタジオのコレクションには、アウトドアレクリエーションや冠婚葬祭、ビジ

ネスミーティング、旅行、ヨガレッスン、普段着にぴったりのクリエイティブなデザイナーズ

チャパンが取り揃えられている。我がスタジオの成功要因としては、ファッションデザイナー
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のジュガグリ・サリエワ氏によるオリジナルデザインと、高い品質、高い縫製技術とパターン、

品質に比べて手頃な価格、キルト製品需要拡大などがある。おおよその価格帯は20ドルから260

ドル、生産能力は月間50着以上であるが、大量発注の場合、生産能力拡大も可能だ。 
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（９）有限責任会社「Aroniya Farm」 
報告者：ダリカ・ババエヴァ マーケティング部 部長 

報告タイトル：「健康のための工場」 

 

 「Aroniya Farm」は2016年に設立されたキルギスの製薬会社であり、サプリメントを含む

30種以上の製品を製造している。Aroniya Farmの全製品は認証を受けており、GMP（Good 

Manufacturing Practice：医薬品の製造管理および品質管理の基準）により高い品質が評価さ

れている。顧客が購入しやすいよう、効果的で品質に優れた製品を廉価で提供している。社長

はアッザム・ババエフ氏であり、キルギス初の製薬会社「ビオヴィト」社の創業者でもある。

当社製品は、キルギス国内のみならず、欧州をはじめ、CIS諸国内外の市場にも流通している。 

 当社医薬品「ババエフ」について説明したい。この薬は2020年に当社社長が開発したもので

ある。臨床試験では、動物の肺が70％浄化されるという高い効果が得られた。コロナ禍に需要

が急激に拡大したことも、この薬品の有効性を証明している。この薬の一体何がそうした効果

をもたらしているのかと疑問に思われるであろう。その答えは、エコクリーンな原料であるカ

ンゾウの根、オオバコの葉、カノコソウの根、タイム、オトギリソウ、オレガノ、ユーカリチ

ンキの７種の薬草を使用していることだ。つまり「ババエフ」の成分は、生物学的に有効な物

質と多量のビタミンを含有しており、去痰作用がある。「日本たばこ産業」の喫煙年次研究によ

れば、2017年の喫煙者の男女比は、男性28.2％、女性9.0％であった。我が国国内産のエコな製

品は、この統計の数字を引き下げ、より健康な社会をつくるお手伝いができる。 

 同様にキルギスで生産されている製品「ムミエ」について説明したい。この製品は、回復作

用、抗炎症作用、鎮痛作用など多くの効能を有している。サプリメントでもあり、我々は「ム

ミエ」をブラックチョコレート「キルギスタン・ヴェルシナ・フクーサ（キルギス―味の最高

峰）」に添加して服用している。 

 最後に、当社は日本のパートナーと、製品輸出と商品の共同生産という長期的協力関係を構

築したいと望んでいる。軟膏製造工場建設、医療用手袋製造工場建設といったプロジェクトも

計画している。 
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ウェビナーの様子  
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（10）国際連合工業開発機関（UNIDO）東京事務所コメント 

コメンテーター：壽 郁恵 工業開発官 

 

 投資誘致の観点からコメントしたい。最初に、キルギス向けのUNIDOの活動について簡単に

紹介する。UNIDOはウイーンに本部を置く国連の専門機関で、現在はエネルギー・インフラ、

農産品加工のバリューチェーン、建設資材、繊維・アパレル、および観光といった分野でドナ

ー間の調整を図りながら、キルギス政府と共にパートナーシップと呼ばれるプログラムを進め

ている。 

私が所属するUNIDO東京事務所では日本から途上国・新興国への投資と技術移転の促進に

特化した活動を行っている。2018年にはキルギス投資促進・保護庁の長官を日本に招聘し、在

日キルギス大使館の協力のもと、投資セミナーの開催や個別の企業訪問などを行い、キルギス

への投資を呼びかけた。今後もUNIDO本部と連携を取りながら、キルギスへの投資促進を目的

とした招聘事業やセミナー開催等の実施について検討したい。 

キルギスのビジネス環境は、世界190か国・地域を対象とした、世界銀行の事業環境ランキン

グにおいて、不動産登記（７）、信用供与（15）、法人設立（42）といった分野では非常に高い

評価を得ている。ビジネス環境を整備するために様々な取組みが行われ、キルギスは2019年に

は世界で最も改善が見られた上位20か国にもランクインをした。ただ残念なことに2020年には

総合ランキングでの順位を下げている。近隣国では、カザフスタンが2017年の41位から2020年

に25位、ウズベキスタンが87位から69位と、いずれも順位を上げている。投資環境の改善には

継続的な努力が必要なことは言うまでもないが、ビジネス環境を見る上で良く使われるこの指

標において、今後キルギスの評価が向上することを期待する。 

さて、キルギスにおける有望な投資分野としては、ハチミツやドライフルーツを始めとする

農産品および農産品加工分野が以前から注目されている。輸送コストや供給量といったことも

考慮し、希少性のあるもの、オーガニックなものに特化することで可能性が高まるのではない

か。 

また、農業の近代化・生産性向上といった観点から農業機械、さらに、建設や再生可能エネ

ルギーといった分野も有望性があるが、今回は特にICT分野に注目してみたい。ITサービス・

製品輸出を目的とするキルギスのハイテクノロジーパークでは、様々な税制上の優遇策が設け

られている。米国商務省のレポートによると、2019年時点で80企業が活動し、総収益1,400万

ドルであったものが、2024年には総収益２憶ドル、IT関連雇用１万人が見込まれるとのことで、

大変成長が期待できる分野ではないかと思う。  

3月15日～19日にかけて、「CONNECT.KG」というITのオンライン展示会の開催が予定され
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ている。IT業界での人材不足の深刻化が予想される中、日本企業の皆様には是非こういったイ

ベントにも積極的に参加して、可能性を探ってみていただきたい。 

最後に投資のプロモーションについて。投資誘致というのは非常に時間がかかる地道な作業

だ。最終的な投資の判断を行うまでに幾つものプロセスがあり、特に慎重な日本企業の場合、

実際の投資に至るまで非常に時間がかかる。投資誘致に向けた、セミナーや商談会の開催、あ

るいは展示会への参加といったプロモーション活動は積極的に、かつ継続して忍耐強く行って

いくことが重要だ。今回のCAVEXは、ウェビナー、商談会、展示会を同時に行うという大変素

晴らしい機会だと思う。こういったオンラインでのイベントに積極的に参加する、あるいは自

ら企画・実施していくことが、ビジネスのチャンスを広げることにつながる。 

次にSNSの活用について。一例を紹介すると、駐日ジョージア臨時代理大使が同国の魅力に

ついて日々ツイッターで発信され、数多くのフォロワーを集めている。発信する内容は必ずし

もビジネス関連でなくても、まずはその国について知ってもらい、興味を持ってもらう方法と

して、ソーシャルメディアの活用は特に若い世代に向けての大変有効なツールであると考える。 

また、地方自治体とのタイアップも非常に有効。一例をあげるなら、神戸市がICT分野でア

フリカのルワンダと提携をしている。ルワンダに神戸市からビジネスミッションを派遣する、

ルワンダでICT人材の育成支援を行うといった活動が行われており、ミッション参加した企業

によるルワンダへの進出事例も生まれていると聞いている。 

 

  
2

国連工業開発機関（UNIDO）の対キルギス事業

UNIDO本部の取組み

国別パートナーシップ・プログラム
（Programme for Country Partnership）
• エネルギー・インフラの近代化

• 農産品加工のバリューチェーン開発

• 建設資材産業業の近代化

• 繊維・アパレル産業のアップグレード

• 持続可能な観光産業開発

Программа Организации Объединенных Наций по 
промышленному развитию (UNIDO) по отношению к 
Кыргызстану

Деятельность штаб-квартиры UNIDO 
Программа партнерства по странам  
(Programme for Country Partnership)
• Модернизация энергетической 

инфраструктуры
• Разработка цепочек ценности переработки 

сельхозпродукции
• Модернизация индустрии стройматериалов
• Подъем на новый уровень текстильной 

промышленности и отрасли производства 
одежды

• Развитие устойчивой туристической отрасли
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継続的、積極的なプロモーションを

• 対日プロモーションの拡充

-セミナー・商談会の開催

- 展示会への参加

- オンラインイベント実施（どこか
らでも気軽に参加できる）

• SNSの活用 （cf. 駐日ジョージア大
使館）

• 地方自治体とのタイアップ、姉妹都
市提携

→ IT分野における神戸市とルワ
ンダの提携例

＊キルギスについて知ってもらう機会を増
やし、投資先としてのキルギスの知名度を
高めることが重要

Важность активного промоушена
• Расширение промоушена по отношению к 

Японии
- Проведение семинаров и торговых 

переговоров
- Участие в выставках
- Проведение онлайн-мероприятий 

(возможно участие из любой локации)

• Использование социальных сетей （пример: 
посольство Грузии в Японии）

• Координирование с органами местной 
администрации и по линии городов-
побратимов

→ Координирование между городом Кобэ и 
Руандой： область IT

＊Важно увеличить количество возможностей узнать 
о Кыргызстане и поднять его известность в качестве 
объекта инвестирования.

UNIDO東京事務所の取組み

・2018年にキルギス共和国投資促
進・保護庁長官を招聘し、投資セミ
ナーを開催するとともに、日本企業
との個別面談を実施 （駐日キルギ
ス大使館との協力）

・今後、UNIDO本部とも連携して、投
資促進を目的とした招聘事業実施
を検討

国連工業開発機関（UNIDO）の対キルギス事業
Программа Организации Объединенных Наций по 
промышленному развитию (UNIDO) по отношению к 
Кыргызстану

Деятельность Токийского 
офиса UNIDO
Помимо проведения в 2018 году 
инвестиционного семинара с 
приглашением главы Агентства 
по продвижению и защите 
инвестиций в Кыргызской
республике, были проведены 
отдельные встречи с японскими 
компаниями (при поддержке 
посольства Кыргызстана в 
Японии).
・Рассматривается дальнейшее 
осуществление программы 
визитов в Японию с целью 
стимулирования инвестиций 
совместно со штаб-квартирой 
UNIDO.

有望な投資分野

• 農産品加工： ハチミツ、ドライフルーツなど

＊希少性のあるもの・オーガニック

• 農業機械

• 建設

• 再生可能エネルギー

• IT 「バーチャル・シルクロード」

-ハイテクノロジー・パーク:  ITサービス・製品
の輸出を目的

80企業・総収益1,400万ドル（2019）、前年比65％
増加*

2024年には年間総収益2億ドル、IT関連雇用1万
人が見込まれる*

-ITオンライン・イベント ”CONNECT.KG“ （202
1年3月15会（KSSDA）日～19日） -キルギス・ソフ
トウェア＆サービス開発協

*米国商務省国際貿易局（ITA)

Перспетивные отрасли для инвестирования

• Переработка сельхозпродукции： мед, сухофрукты 
и т.д.

＊редкие виды, органические продукты
• Сельхозоборудование
• Строительство
• Регенеративная энергия
• IT «Виртуальный Шелковый путь»

- Высокотехнологичные парки:  целью является 
IT-сервис и экспорт изделий

80 предприятий – 14 миллионов долларов （2019）, 
рост на 65% по сравнению с предыдущим годом*

До 2024 года прогнозируется рост годовой выручки 
до 200 миллионов долларов и количества рабочих мест в 
области IT до 10 тысяч человек.*

- Кыргызская Ассоциация разработчиков 
программного обеспечения и услуг (KSSDA)

*International Trade Administration
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（11）㈱沖縄リレーションシップコメント 
コメンテーター：寺岡 慎祐 営業部 係長 

 

 当社は外国人材に特化した沖縄県にある人材総合サービス会社であり、主に人材派遣、人材

紹介などの人材サービスを提供している。グループ会社として神奈川県・東京都・埼玉県に事

業所があり同じように外国人材に特化したサービスを提供している。またキルギスにも事務所

があり、キルギス人の社員が働いている。 

続いてキルギス人材受入事業の歩みについて。2014年10月にキルギス人材受入事業がスター

トした。この頃から沖縄県は外国人観光客が増加しており、インバウンド対策が目下の課題で

あった。その時に縁があってキルギスの方と関わることがあり、キルギスという素晴らしい国

があることを私たちは知った。キルギス人は親日家が多く真面目で勤勉、さらに語学力にたけ

英語やロシア語、日本語を話せる方が多くいることに驚いた。そこで私たちは沖縄で働きたい

キルギス人とインバウンド人材を探す企業とをマッチングできないかという思いでこの事業を

スタートさせた。 

事業を始めるにあたり、まずはキルギス共和国の関係各省を訪問した。現地で話を聞くと、

日本で就職するためのルートが整備されておらず、せっかく日本語を勉強しても就職に活かす

ことができない状況であることがわかった。そこで日本で就職する際の問題点を、当社が間に

入り調整した。日本で働きたいキルギス人材の募集、採用したい企業の募集、ビザの申請サポ

ート、住居の手配、入国後の生活支援など、まずは受入体制の整備に取り組んだ。 

そして受入体制が整い、2015年２月に「キルギス人材マッチングイベント」を沖縄で開催し

た。これはオンラインツールを使ってのイベントとなっており、キルギス人材を採用したい企

業様50社以上に参加いただき、多くのキルギス人材の採用に結びついた。 

はじめは通訳者としてワーキングビザを取得した高度な人材から受入をスタートした。2015

年には日本語を学びたいキルギスの若者たちをサポートする留学生受入事業を開始。2017年に

はキルギスの大学生の、就職支援としてインターンシップ支援事業を開始した。これはキルギ

スの大学で、日本語を学ぶ学生を、職業体験という形で沖縄のホテルや観光施設で研修しても

らう制度である。結果、事業を開始してから今までに、のべ200名以上のキルギス人材を受け入

れることができた。 

2020年は100名以上の受入を予定していたが、新型コロナ感染拡大の影響で残念ながら延期

となった。2021年、2022年については「技能実習」や「就労体験」といった形で、介護・宿泊・

農業など人材不足が顕著な業種を中心にキルギス人材の受入を計画している。 

最後に、キルギス政府の方に１つリクエストがある。2019年４月に新設された「特定技能」
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という在留資格をご存知だろうか？  詳細は割愛するが簡単に説明すると、今まで外国人の就

労が認められていなかった職種でも働くことが可能になった新しい在留資格の名称である。実

はキルギスと日本では、この「特定技能」の二国間協定が結ばれていない。さらに多くのキル

ギスの方が日本で就労できるようにぜひ二国間協定締結のために善処していただければ幸いだ。 

 

  

日本（沖縄）で勤務したい人材と企業をつなぐ
『キルギス人材マッチングプロジェクト』発足のた
めキルギスを訪問し、関係各省を表敬訪問する。
●プロジェクト概要
・人材ニーズ企業の開拓 ・現地人材の募集 ・ビザ
申請 ・住まい（寮）の手配 ・入国後の生活支
援 ・企業受入体制構築支援 他

カニベック国会議長
兼教育文化委員長と会談

キルギス労働青年省
アルマズ アンバエバ副大臣と会談

総理府内にて（日本でいう国会議事堂内）
現地政府公式ホーム
ページにも掲載

Посещение Кыргызстана и нанесение визитов вежливости в 
государственные органы с целью запуска «Проекта по подбору 
кадров из Кыргызстана», который позволяет связывать желающих 
работать в Японии (на Окинаве) и японские компании.

●Общая информация о проекте:
・Поиск компаний, имеющих потребность в персонале;・Набор 
местного персонала;・Получение визы;・Предоставление жилья 
(общежития);・Бытовая поддержка после приезда в Японию ;
・Поддержка компаний по созданию структуры приема кадров, и.т.п.

В  парламенте Кыргызстана
Встреча с г-ном Каныбеком Осмоналиевым,

председателем комитета парламента 
по образованию, науке, культуре и спорту 

Встреча с г-ном Алмазбеком Асанбаевым, 
заместителем министра труда, 

миграции и молодежи Новость о событии на 
странице Правительства

日本で就業したい人材のオンラインPR
イベントを開催。日本で働きたい中央
アジア人材が受入企業に語学力や就業
意欲などをアピールしました。

24社が参加。報道各社も取り上げ非常に
関心の高いイベントとなり多くの人材の
内定に繋がりました。
また要望を受け同年に2回目も開催2回目
には27社に参加いただき、さらに在日大
使館 担当書記官のチムール氏も来沖。
中央アジア現地での注目の高さもうかが
えました。

担当書記官チムール氏

Проведение рекламного мероприятия в 
режиме онлайн для  желающих 
устроиться на работу в Японии.
Кандидаты из стран Центральной Азии 
смогли продемонстрировать 
потенциальным работодателям знание 
языка и желание устроиться на работу.

Приняло участие 24 компании. Мероприятие было 
освещено в СМИ  и привлекло большое внимание. 
Многие кандидаты смогли получить 
предварительное подтверждение о приеме на работу. 

По многочисленным просьбам в этом же году было 
проведено второе мероприятие. В нем участвовало 
27 компаний, и Окинаву посетил секретарь 
посольства Кыргыстана в Японии по данному 
вопросу.

Все это послужило свидетельством высокого 
интереса к подобной деятельности со стороны 
партнеров в Центральной Азии.

Тимур-сан, секретарь 
посольства КР в Японии
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年/Год 項目/Категория 人数/Кол-во

2014 キルギス人材受入事業始動 / Начало проекта по приему кадров 
из Кыргызстана

2015
高度人材 / Высококвалифицированный специалист 8 名/чел.

留学生 / Студент 22 名/чел.

2016
高度人材 / Высококвалифицированный специалист 22 名/чел.

留学生 / Студент 25 名/чел.

2017

高度人材 / Высококвалифицированный специалист 22 名/чел.

留学生 / Студент 4 名/чел.

インターンシップ / Стажер 8 名/чел.

2018
高度人材 / Высококвалифицированный специалист 21 名/чел.

インターンシップ / Стажер 40 名/чел.

2019
高度人材 / Высококвалифицированный специалист 10 名/чел.

インターンシップ / Стажер 14 名/чел.

2020
高度人材(入国延期) / Высококвалифицированный специалист 

(ждут въезда) 12 名/чел.

インターンシップ(入国延期) / Стажеры (ждут въезда) 92 名/чел.

2015年6月 6名の
受入からスタート！
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

リレーションシップ所属 キルギス人材数（ビザ別）/ Количество кадров из Кыргызстана в 

компании «Okinawa Relationship» (по разным визовым категориям)

技能実習

/Обучение на практике

就労体験

/Трудовая практика

インターンシップ

/Стажер

留学生/

Студент

技人国

/Инженер/специалист в 

области гуманитарных наук/
международных служб

Проект по привлечению кадров 
из Кыргызстана

Июль 2015 г.
Первые 6 человек!
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３．ウェビナー参加者アンケート結果 
 

「日本とキルギス共和国との投資協力における展望と可能性」 

（2021年２月17日） 

参加者アンケート集計結果 
 

2021年２月 
（一社）ロシアNIS貿易会（ROTOBO） 

 
Ｉ．回答者数 
回答総数16件。 
 
Ⅱ．設問への回答 
１．本ウェビナー全体の評価をお聞かせください。  

 

 
 

 
 
２．本ウェビナーのプログラム（テーマ設定、報告者の構成等）の評価をお聞かせください。 

 

 
 

①非常に良かった

56%

（９名）

②良かった

44%

（７名）

①非常に良かった

56%

（９名）

②良かった

38%

（６名）

③どちらとも言い難い

6%

（１名）

※「③どちらとも言い難い」、「④あまり良くなかった」、「⑤悪かった」を選択した回答者はゼロ。 

※「④あまり良くなかった」、「⑤悪かった」を選択した回答者はゼロ。 
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３．ご視聴になった報告の中で、参考になった・有益であったものを以下よりご選択下さい（複数選択

可）。 

 
 
 
４．上記報告についてご意見、ご感想等あれば自由にご記入ください。  
 沖縄リレーションシップのご説明内容は非常に興味のあるものでした。 
 沖縄にキルギス人の人材派遣会社が存在して実績あることに驚きました。 
 日本との協業の展望は明るい。（キルギス側報告者） 
 情報量の充実したウェビナーだった。 

 
 
５．本日のウェビナーを視聴して、キルギスの投資環境や同国との貿易に関する知識は深まりましたか。 

 
 
 
 
 

1
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特になし

㈱沖縄リレーションシップ

国際連合工業開発機関（UNIDO）

有限責任会社「Aroniya Farm」

「CHAPANSAR」縫製スタジオ

有限責任会社「Ecoproduct Asia」

農業協同組合「Alysh-Dan Organic」

農業事業体「Tomat KG」

キルギス共和国政府付属国家移民局

キルギス共和国文化・情報・観光省

キルギス共和国農業・食品産業・土地改良省

キルギス共和国投資保護・促進庁

①とても深まった

31%

（５名）

②深まった

69%

（11名）

※「③どちらとも言い難い」、「④あまり深まらなかった」、「⑤全く深まらなかった」を選択した回答者はゼロ。 
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６．通訳についての評価をお聞かせください。 

 
 
 
 
 

 
７．本行事開催をどこで知りましたか？以下から回答を選択してください。 

 
 
 
８．その他ウェビナー全体を通じてのご意見やご感想、あるいは今後の中央アジア関連のイベントに対

するご要望、ご提案がありましたら以下自由にご記入ください。 
 キルギス側の資料は日本語、日本側の資料もロシア語との二カ国語表記となっており、大変理

解しやすいものでした。また全体的に温かい雰囲気のセミナーでした。 
 キルギスのプロモーションにとって素晴らしい行事であった。 
 大型の契約を結べることを期待する。（キルギス側報告者） 
 質疑応答の時間を設けられると良かった。 
 
 
 

（了） 

 

①非常に良かった

44%

（７名）

②良かった

19%

（３名）

⑥通訳を聞かなかった

37%

（６名）

 

1

1

2

0

0

0

0

1

1

12

その他

自社内の案内

キルギス側からの案内

ロシア東欧学会のウェブサイト

ユーラシア研究所の案内

中小企業基盤整備機構（中小機構）のメルマガ

日本貿易振興機構（ジェトロ）のメルマガ

経済産業省（地方経済産業局）の案内

日本キルギス投資環境整備ネットワークのウェブサイト

ロシアNIS貿易会の案内（ウェブサイト含む）

0 5 10 15

※「④あまり良くなかった」、「⑤悪かった」を選択した回答者はゼロ。 



 

 

 

 

Ⅱ 
 

特設ウェブサイト・バーチャルミニ展示会 



53 
 

Ⅱ．特設ウェブサイト・バーチャルミニ展示会 
 

 

１．特設ウェブサイト 
 

 CAVEXには中央アジア各国の政府機関、組織、企業が参加し、日本企業に向けて商品や投資

プロジェクトのPRを行った。CAVEXを構成するサブ事業のひとつで、オンラインプラットフ

ォームとして設置された特設ウェブサイトでは、トップページにてCAVEX事業の概要や参加国

を紹介するとともに、バーチャルミニ展示会への入り口や投資ウェビナーの登録受付を設けた。 

 

特設ウェブサイト：トップページ 
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 また、特設ウェブサイト内には国別ページを作成し、各国についての基礎情報を紹介すると

ともに、各国のCAVEX参加企業・組織・政府機関の情報の掲載、投資ウェビナーやオンライン

商談会（B2B）の参加希望の受付を行った。 

 キルギスからは農業や食品加工、縫製、建設など19の企業・団体が参加し、ウェブサイト

上で自社商品や共同プロジェクトを日本企業向けにPRした。 

 

特設ウェブサイト：キルギスページ 
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特設ウェブサイト参加企業一覧：キルギス 

１  

【企業名】農業事業体「Eco Ferma」  
【インスタグラム URL】https://www.instagram.com/ecoferma_market_kg/ （ロシア語） 
【事業分野 /主力製品等】有機栽培の農産物を使用したオーガニック食品の生産を手掛ける。

グラノーラ、ナッツペースト、ロースイーツなどが主力商品。  

２  

【企業名】農業事業体「Tomat KG」  
【ウェブサイト URL】http://www.tomat.kg/tomat-kg.html 
【事業分野 /主力製品】濃縮トマトペーストの生産に従事。加工トマトの栽培からペーストへ

の加工まで一貫して自社で行う。着色料や香料など添加物は使用していない。  

３  

【企業名】Studio CHAPANSAR 
【ウェブサイト URL】https://chapankg.com/en/glavnaya-english/# 
【事業分野 /主力製品等】中央アジア諸民族の伝統衣装を現代的にアレンジしたアウターウ

ェアを製作するファッションスタジオ。数々の国際コンクールで受賞実績あり。  

４  

【企業名】有限責任会社「Aroniya Farm」  
【FaceBook URL】https://www.facebook.com/Aronia-Pharm-1684638408331869/ （ロ

シア語）  
【事業分野 /主力製品等】医薬品やサプリメントを製造する製薬会社。製造・品質管理の基準

である GMP 認証を取得しており、国内だけでなく CIS や欧州諸国で自社製品を展開。  

５  

【企業名】有限責任会社「Kirtaun Layn」  (ТМ Keremet Construction) 
【ウェブサイト URL】http://keremet.kg/ 
【事業分野 /主力製品等】国内総合建設会社で、高所得者層向け集合住宅建設の分野を主軸と

する。世界の建設市場のトレンドを注視し、先進的なイノベーションを積極的に取り入れる。 

６  

【組織名】キルギス共和国食肉生産加工業者協会「Kyrgyz-Et」  
【ウェブサイト URL】― 
【事業分野 /主力製品等】2014 年設立の食肉関連従事者による協会。畜産農家や食肉加工企

業が協会に加入し、会員に対して輸出先拡大や認証獲得、最新技術の導入などの支援を行う。 

７  

【企業名】有限責任会社「ejoo trade」  
【ウェブサイト URL】https://ejoo.kg/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】食品の輸入および販売を専門とする商社。油脂製品や食品・飲料素

材などが主な取扱商品。現在は植物由来の原料から成る食品包装材の輸入パートナーを探し

ている。  

８  

【企業名】有限責任会社「Aiko Seiko」  
【ウェブサイト URL】― 
【事業分野 /主力製品等】採掘業や軍事産業向けの作業服、保護具、軍装品、特殊布地などを

製造。カザフスタンやロシアへ製品の輸出を行う。現在スキーウェアなど民生品の製造開始

を計画中。  

９  

【企業名】 I DO MARKETING 
【ウェブサイト URL】https://idomarketing.io/ 
【事業分野】国内最大手のデジタルメディアエージェンシー。サイトやアプリの開発、ネッ

ト広告、デジタル教育などを手掛ける。Google や Yandex（ロシア検索エンジン）の公式代

理店。  

10 

【組織名】農業協同組合「Alysh-Dan Organic」  
【ウェブサイト URL】― 
【事業分野 /主力製品等】有機栽培によるドライ・アプリコットを扱う農業団体。国際有機認

証である IMO control、Organic standard、Fairtrade を取得済み。輸出先はロシアとカザフ

スタン。  

11 

【企業名】国際観光登山センター「Tien-Shan」  
【ウェブサイト URL】https://itmc.travel/ 
【事業分野】トレッキングや登山、乗馬ツアーなどアドベンチャーツーリズムを手掛ける旅

行会社。過去 30 年以上に渡り諸外国の個人および法人に旅行商品を提供。  

https://www.instagram.com/ecoferma_market_kg/
http://www.tomat.kg/tomat-kg.html
https://chapankg.com/en/glavnaya-english/
https://www.facebook.com/Aronia-Pharm-1684638408331869/
http://keremet.kg/
https://ejoo.kg/
https://idomarketing.io/
https://itmc.travel/
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12 

【組織名】公共財団「Rescue service in mountains of Kyrgyzstan」  
【ウェブサイト URL】https://rescue.centralasia.kg/en/home/ 
【事業分野】山岳救助を専門とする非営利団体。外国人登山客の山岳救助実績多数あり。国

際山岳救助協議会（ ICAR）の会員。  

13 

【企業名】有限責任会社「Ulay Style」  
【ウェブサイト URL】http://ulay.kg/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】包装袋、ポリエステル糸、ボタン、ファスナー、バックルなどアパ

レル製品向け付属品を製造。小ロットながらカザフスタンやロシアへ輸出実績あり。  

14 

【企業名】有限責任会社「М-Vector」  
【ウェブサイト URL】http://m-vector.com/en/ 
【事業分野】市場調査やビジネス・コンサルティングなどのサービスを提供。国内外・官民

問わず多数のクライアントを抱える。ギャラップ国際協会キルギス代表を務める。  

15 

【企業名】有限責任会社  「Ecoproduct Asia」  
【ウェブサイト URL】http://www.ecoproduct.kg/en/ 
【事業分野 /主力製品等】果物・野菜ジュースの製造販売に従事。直搾りジュースの生産では

国内首位の地位を占める。商品輸出先はロシアやカザフスタンなど  

16 

【企業名】有限責任会社「BM Assist」  
【ウェブサイト URL】― 
【事業分野 /主力製品等】主にスポーツおよび娯楽施設など非居住用建設の元請け業務を行

う建設会社。関連資機材の輸入も行う（主に中国とトルコ）。  

17 

【企業名】有限責任会社「Aliya」  
【ウェブサイト URL】https://aliyafurs.kg/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】羊毛皮の加工および同製品の製造を専門とする企業。紳士・婦人用

上着、帽子、スリッパ、絨毯、ホームインテリアなどが主な商品ラインナップ。  

18 

【企業名】有限責任会社「 Imperial Group Company」  
【ウェブサイト URL】http://imperial-group.org/ （ロシア語）  
【事業分野 /主力製品等】キルギス初の国産靴メーカー。イタリア製の製造ラインを保有し、

一般用から産業用・軍隊用まで幅広い種類の靴を生産。  

19 

【企業名】有限責任会社「Manyz.KG」  
【ウェブサイト URL】https://export.gov.kg/en/for-importers/exporters/manyzkg 
【事業分野 /主力製品等】クルミおよび蜂蜜を主力商品とするキルギス南部の企業。自然環境

への負荷が少ないエコロジカルな生産を掲げ、消費者へ訴求。輸出先は中国やロシアが中心。 

 

 

２．バーチャルミニ展示会 
 

 2021年２月15日（月）からはバーチャルミニ展示会を開催した。バーチャル空間に設けられ

た展示会の受付ではロボットが来場者を出迎え、会場には（タジキスタンを除く）各国のナシ

ョナルブースと特設ステージが設置された。 

 国旗をモチーフとした国別カラー（カザフスタン：水色、ウズベキスタン：黄緑、キルギス：

赤、トルクメニスタン：深緑）や民族的文様で飾られたナショナルブースでは各国のガイドが

出迎え、実際の展示会らしさを演出した。ブース内には、オンライン商談会（B2B）の候補と

なる企業・組織・政府機関のポスターが10点ずつ掲出され、ポスターをクリックすると製品や

https://rescue.centralasia.kg/en/home/
http://ulay.kg/
http://m-vector.com/en/
http://www.ecoproduct.kg/en/
https://aliyafurs.kg/
http://imperial-group.org/
https://export.gov.kg/en/for-importers/exporters/manyzkg
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プロジェクトを紹介するカードや動画を閲覧できる仕掛けとした。また、ブース内中央にはス

クリーンを設置、訪問者は国や企業の紹介動画を視聴できるようにした。他にもそれぞれのブ

ース内でオンライン商談会（B2B）の希望や国・企業に対する問い合わせの受付、また各国の

一般情報や経済状況、産業特性などの理解に資するべく訪問者向けにQ&A（よくある質問コー

ナー）といった機能を設けた。 

 展示会場の一番奥に設置された特設ステージでは、（タジキスタンを含む）各国のPR動画や

投資ウェビナーの記録が公開された。 

 キルギスからは①農業事業体「Tomat KG」、②縫製スタジオ「CHAPANSAR」、③有限責任

会社「Aroniya Farm」、④有限責任会社「Kirtaun Layn」、⑤キルギス共和国食肉生産加工業

者協会「Kyrgyz-Et」、⑥有限責任会社「Aiko Seiko」、⑦農業協同組合「Alysh-Dan Organic」、

⑧有限責任会社「Ulay Style」、⑨有限責任会社  「Ecoproduct Asia」、⑩有限責任会社「Imperial 

Group Company」がバーチャル展示会に参加した。 

 

 

バーチャルミニ展示会会場  
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バーチャルミニ展示会：受付  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バーチャルミニ展示会：特設ステージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バーチャルミニ展示会：キルギスブース(正面)  
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バーチャルミニ展示会：キルギスブース(ブース内) 

                                
バーチャルミニ展示会：キルギスブース(Ｑ＆Ａ) 
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バーチャルミニ展示会：キルギスブース(企業情報) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バーチャルミニ展示会：キルギスブース(ＰＲ動画) 



 

 

 

 

Ⅲ 
 

付属資料 
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現地報道 
 

アルスタンバエフ駐日キルギス共和国大使がオンラインビジネスウェビナーに参加 

2021年２月18日（キルギス共和国外務省プレスリリース） 

【報道主旨】2021年２月17日、アルスタンバエフ駐日キルギス共和国大使が、ROTOBOおよび

キルギス共和国投資保護・促進庁主催のオンラインビジネスウェビナーに参加した。在日キル

ギス共和国大使館は後援団体として本ウェビナーの企画をサポートした。キルギス側参加企業

らは日本の実業界との幅広い協業可能性を伝えるとともに、数多のビジネスプロポーザルをオ

ーディエンスへ提示した。 
 

 
 

（出所）キルギス共和国外務省 (https://mfa.gov.kg/ru/osnovnoe-menyu/press-
sluzhba/novosti/chrezvychaynyy-i-polnomochnyy-posol-kyrgyzskoy-respubliki-v-yaponii-
marstanbaev-prinyal-uchastie-v-onlayn-investicionnom-vebinare-organizovannym-
agentstvom-po-prodvizheniyu-i-zashchite-investiciy-kyrgyzskoy-respubliki-apzi-kr-i-
yaponskoy-associacii-po-torgovle-s-rossiey-i-novymi-nezavisimymi-gosudarstvami-rotobo)  

https://mfa.gov.kg/ru/osnovnoe-menyu/press-sluzhba/novosti/chrezvychaynyy-i-polnomochnyy-posol-kyrgyzskoy-respubliki-v-yaponii-marstanbaev-prinyal-uchastie-v-onlayn-investicionnom-vebinare-organizovannym-agentstvom-po-prodvizheniyu-i-zashchite-investiciy-kyrgyzskoy-respubliki-apzi-kr-i-yaponskoy-associacii-po-torgovle-s-rossiey-i-novymi-nezavisimymi-gosudarstvami-rotobo
https://mfa.gov.kg/ru/osnovnoe-menyu/press-sluzhba/novosti/chrezvychaynyy-i-polnomochnyy-posol-kyrgyzskoy-respubliki-v-yaponii-marstanbaev-prinyal-uchastie-v-onlayn-investicionnom-vebinare-organizovannym-agentstvom-po-prodvizheniyu-i-zashchite-investiciy-kyrgyzskoy-respubliki-apzi-kr-i-yaponskoy-associacii-po-torgovle-s-rossiey-i-novymi-nezavisimymi-gosudarstvami-rotobo
https://mfa.gov.kg/ru/osnovnoe-menyu/press-sluzhba/novosti/chrezvychaynyy-i-polnomochnyy-posol-kyrgyzskoy-respubliki-v-yaponii-marstanbaev-prinyal-uchastie-v-onlayn-investicionnom-vebinare-organizovannym-agentstvom-po-prodvizheniyu-i-zashchite-investiciy-kyrgyzskoy-respubliki-apzi-kr-i-yaponskoy-associacii-po-torgovle-s-rossiey-i-novymi-nezavisimymi-gosudarstvami-rotobo
https://mfa.gov.kg/ru/osnovnoe-menyu/press-sluzhba/novosti/chrezvychaynyy-i-polnomochnyy-posol-kyrgyzskoy-respubliki-v-yaponii-marstanbaev-prinyal-uchastie-v-onlayn-investicionnom-vebinare-organizovannym-agentstvom-po-prodvizheniyu-i-zashchite-investiciy-kyrgyzskoy-respubliki-apzi-kr-i-yaponskoy-associacii-po-torgovle-s-rossiey-i-novymi-nezavisimymi-gosudarstvami-rotobo
https://mfa.gov.kg/ru/osnovnoe-menyu/press-sluzhba/novosti/chrezvychaynyy-i-polnomochnyy-posol-kyrgyzskoy-respubliki-v-yaponii-marstanbaev-prinyal-uchastie-v-onlayn-investicionnom-vebinare-organizovannym-agentstvom-po-prodvizheniyu-i-zashchite-investiciy-kyrgyzskoy-respubliki-apzi-kr-i-yaponskoy-associacii-po-torgovle-s-rossiey-i-novymi-nezavisimymi-gosudarstvami-rotobo
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中央アジア・バーチャルEXPO事業枠内にて投資ウェビナーを実施 

2021年２月17日（キルギス共和国投資保護・促進庁Face Bookページ） 

【報道主旨】キルギス共和国投資保護・促進庁はROTOBOとの共催で投資ウェビナーを実施し

た。２月１日から26日までの期間、日本と中央アジア諸国のビジネス・投資関係促進を目指し

た中央アジア・バーチャルEXPO（CAVEX）が開催されており、本ウェビナーはCAVEX事業の

一環として行われた。また15日からはバーチャルミニ展示会がオープン、キルギスブースには

10社が出展し自身の商品や投資プロジェクトを紹介している。 
 

 
 

（出所）キルギス共和国投資保護・促進庁Face Bookページ(https://www.facebook.com/investgovkg/) 

  

https://www.facebook.com/investgovkg/


63 
 

オンライン展示会にキルギス企業10社が参加 

2021年２月20日（金融情報ポータル“Akchabar”） 

【報道主旨】本展示会は中央アジア・バーチャルEXPOの枠内にて実施されており、キルギス

の投資ポテンシャルや参加企業の活動やプロジェクトについて知ることができる。展示会期間

中にはオンライン商談会の実施も予定されており、すでに何社かは日本企業と面談を行い実り

ある話し合いができたという。 
 

 
 

（出所）“Akchabar” (https://www.akchabar.kg/ru/news/v-onlajn-vystavke-cavex-primut-uchastie-
10-otechestvennyh-kompanij/) 

  

https://www.akchabar.kg/ru/news/v-onlajn-vystavke-cavex-primut-uchastie-10-otechestvennyh-kompanij/
https://www.akchabar.kg/ru/news/v-onlajn-vystavke-cavex-primut-uchastie-10-otechestvennyh-kompanij/
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キルギス企業10社、ROTOBO主催のオンライン展示会へ招待 

2020年11月18日（経済・金融ニュースサイト“Economist”） 

【報道主旨】2021年２月１日から26日までの期間、ROTOBOが中央アジア・バーチャルEXPO

を実施する。日本企業のパートナー探し、またはオンライン商談会に関心のあるキルギス企業

が対象。特設ウェブサイトへの情報掲出は20社まで、バーチャルミニ展示会への参加は10社ま

で参加が可能とのこと。  
 

 
 

（出所）“Economist” (https://economist.kg/2020/11/18/otechestvennye-kompanii-priglashajut-
prinyat-uchastie-v-onlajn-vystavke-yaponskoj-associacii-po-torgovle/) 

 

https://economist.kg/2020/11/18/otechestvennye-kompanii-priglashajut-prinyat-uchastie-v-onlajn-vystavke-yaponskoj-associacii-po-torgovle/
https://economist.kg/2020/11/18/otechestvennye-kompanii-priglashajut-prinyat-uchastie-v-onlajn-vystavke-yaponskoj-associacii-po-torgovle/
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キルギス共和国概要 

 

(一社)ロシアNIS貿易会 

2020年12月現在 

 

１．基本情報  

（１）地勢：旧ソ連中央アジアの北東部に位置し、北部国境をカザ

フスタン、南をタジキスタン、西をウズベキスタン、

東を中国に接する。天山山脈に連なる高地が国土の

80％を占める山地国家。 

（２）面積：19万9,900km2（日本の約２分の１） 

（３）人口：652万人（2020年１月） 

（４）首都：ビシュケク市（105万人、2020年１月） 

（５）民族：キルギス人（73.6％）、ウズベク人

（14.8％）、ロシア人（5.3％）、ド

ゥンガン人（ 1.1％）、ウイグル人

（0.9％）、タジク人（0.9％）など

（2020年）。キルギス人はもともとア

ジア系の遊牧民族で、日本人と風貌がよく似ている。 

（６）言語：キルギス語（チュルク語系の言語）。ただし、ロシア語も広範に使用される。 

（７）宗教：キルギス人、ウズベク人はイスラム教スンニ派、ロシア人はキリスト教のロシ

ア正教。 

 

２．政治情勢  

（１）略史  

キルギス人は６世紀頃までシベリアのバイカル湖周辺に居住していた（キルギス人の多

くは、キルギス人と日本人のルーツは同じと考えている）。７世紀以降、現在のキルギス

領へ移動し、８世紀にはウイグル帝国、13世紀にはモンゴル帝国、18世紀半ばには清朝、

19世紀前半にはコーカンド汗国の支配下にあった。 

19世紀後半にはロシア帝国の支配下に入り、1917年のロシア革命後にはソ連に組み込ま

れ、1936年にソ連を構成するキルギス・ソビエト社会主義共和国となる。1991年12月のソ

連崩壊とともに初めて独立し、キルギス共和国となる。 

（２）独立後 

初代大統領のアカエフは、独立後、いち早く民主化と市場経済化に取り組み、西側から

の評価も高かった。しかし、徐々に強権化や汚職等により、大部分が貧困にある国民の不

満を買うようになり、2005年3月の議会選挙の不正問題をきっかけに暴動が発生、アカエ

フ大統領はロシアへ亡命、反アカエフ派の中心人物のバキエフ元首相が新大統領に就任し
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た。 

だが、バキエフ政権下でも政情は安定せず、2010年4月、再び政変が起こり（暴動によ

る死者86名）、バキエフ大統領が失脚し、オトゥンバエヴァ元外相が暫定政府議長に就任。

同年６月、議院内閣制を定めた新憲法の是非とオトゥンバエヴァ移行期大統領の信任を問

う国民投票が実施され、翌７月に同氏が就任。新憲法下で行われた2011年10月の大統領選

挙では、前首相のアタムバエフ氏が勝利し、12月大統領に就任した。2017年10月にアタム

バエフ大統領の任期満了に伴う大統領選挙が実施され、ジェエンベコフ候補（前職：首相）

が当選、同年11月24日に大統領に就任した。 

しかし2020年10月の議会選挙不正を発端に騒乱が発生、同選挙の無効化が決定し政権が

崩壊するとまもなくジェエンベコフ大統領が辞任を表明し、野党指導者のジャパロフ氏が

大統領代行に就任した。2021年１月10日の大統領選挙を経て正式に同氏が大統領に就任し

た。 

 

（３）大統領 

S. ジャパロフ（ZHAPAROV, Sadyr Nurgojoyevich）：1968年12月６日キルギス共和国イ

スィク・クリ州生。1991年キルギス国立体育大学卒業。2006年キルギス・ロシア・スラヴ

大学法学部卒業。石油会社「ヌルネフチェガス」社長、大統領顧問、汚職対策国家庁長官

などをこれまで歴任。2021年１月に大統領就任。 

 

３．経済状況 

（１）経済水準 

 （イ）GNI（2019年）：80億ドル。 

 （ロ）国民１人当たりGNI（2019年）：1,240ドル。  

（２）主要産業・輸出品 

 （イ）主要産業：農業（牧畜、綿花）、金採掘、水力発電、軽工業（繊維工業など）。 

 （ロ）主要輸出品：非鉄金属・貴金属（金など）、繊維製品、農産加工品、畜産品、電力。 

（３）経済指標（前年比増減率、％、▲はマイナス） 

  

 （出所）CIS統計委員会、消費者物価指数のみキルギス国家統計委員会。 

 

 

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

実質国内総生産成長率（前年比、％） ▲ 0.1 10.9 4.0 3.9 4.3 4.7 3.8 4.5

鉱工業業生産高成長率（前年比、％） ▲ 20.2 28.6 ▲ 1.6 ▲ 4.4 4.9 11.5 5.4 6.9

農業生産高成長率（前年比、％） 1.2 2.7 ▲ 0.5 6.2 3.1 2.4 2.7 2.6

固定資本投資増減額（前年比、％） 42.1 7.6 24.9 11.4 5.8 6.6 3.3 5.8

商品小売販売高（前年比、％） 11 9 9 6 5 6 7 4

消費者物価指数（前年比、％） 2.8 6.6 7.5 6.5 0.4 3.2 1.5 1.1
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４．対外関係 

（１）外交 

 （イ）経済面、安全保障面において、ロシアと密接な関係を持ち、米国、中国ともバラン

ス外交を行っている。日本との外交関係も良好。 

（２）貿易 

 （イ）貿易額  

   輸出（2019年速報値）：19億6,500万ドル。 

   輸入（2019年速報値）：49億300万ドル。 

 （ロ）主要貿易国（2019年） 

   輸出：①イギリス、②カザフスタン、③ロシア、④ウズベキスタン、⑤トルコ  

   輸入：①中国、②ロシア、③カザフスタン、④トルコ、⑤ウズベキスタン 

（３）日本との関係  

 （イ）日本は米に次ぐ第2位（2015年）の援助支援国。 

 （ロ）日本との貿易  

   日本の輸出（2019年）：1,855万ドル（一般機械、ゴムタイヤおよびチューブ、輸送

用機器ほか） 

   日本の輸入（2019年）：53万ドル（天然はちみつなど食料品、ほか） 

 （ハ）在留邦人数（2019年）：140人   

 

注記：国名の日本語表記に関して、原語の綴りないし発音に忠実に表記する観点から「クルグス共和国」や「クルグズス

タン」と表記される場合もあるが、本稿では日本国外務省が採用し且つ我が国で一般的に慣用されている「キルギ

ス共和国」の表記を使用した。 
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